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１  月－

２  火○

３  水○

４  木○

５  金○

６  土×

７  日○

８  月

９  火

１０  水

１１  祝○

１２  金○

１３  土×

１４  日○

１５  月○

１６  火○

１７  水

１８  木

１９  金○

２０  土×

２１  日○

２２  月○

２３  火

２４  水

２５  木

２６  金△

２７  土×

２８  日○
○…空室あり
△…空室少し
（大成荘は団体棟のみ）
×…満室
※お申し込みは、
大成荘
（�０１２０－４８９－５７１）
日野山荘
（�０１２０－３０８－５１３）
午前９時～午後７時

�

�

�

�

�
�
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�
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■
東
部
会
館
料
理
教
室
〜
冬
野
菜
た

っ
ぷ
り
の
あ
っ
た
か
料
理

　

２
月　

日　

午
前
９
時　

分
〜
正

２０

（土）

３０

午
／
東
部
会
館
／
サ
ト
イ
モ
と
白
菜

の
和
風
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
い
ち

ご
大
福
�
／
先
着　

人
／
１
千
円
／

２０

東
部
会
館
（
�　

・
４
３
１
１
）
へ

５８３

申
込

■
郷
土
資
料
館
講
座
〜
村
井
益
男
先

生
と
読
む
古
文
書

　

長
年
、
市
の
文
化
財
な
ど
を
担
当

さ
れ
た
村
井
益
男
先
生
を
講
師
に
、

市
域
の
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
古
文
書

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

２
月　

日　

、
３
月　

日　

午
後

２６

（金）

１２

（金）

２
時
〜
４
時
／
郷
土
資
料
館
／
両
日

参
加
出
来
る
方
対
象
／
先
着　

人
／

２０

２
月
２
日　

か
ら
郷
土
資
料
館
（
�

（火）

　

・
０
９
８
１
）
へ

５９２■
梅
の
花
咲
く
百
草
園
で
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
教
室

　

百
草
園
で
撮
影
後
、
講
師
が
講
評

を
行
い
ま
す
。

　

２
月　

日　

午
前
９
時
京
王
百
草

２７

（土）

園
正
門
（
百
草
）
集
合
、
午
後
０
時

　

分
解
散
／　

人
※
申
込
多
数
の
場

３０

１０

合
は
抽
選
／
１
千
円
※
入
場
料
実
費

／
日
野
市
観
光
協
会
（
�　

・
８
８

５８６

０
８
�　

・
８
９
６
１
）
へ
申
込

５８６ ど�
な

■
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
（
２
月
）

　

①
手
作
り
せ
っ
け
ん
販
売
…　

日
１２

　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
／
日

（金）

１０

１０

野
第
一
生
活
学
校
（
�　

・
０
２
６

５８１

５
）
②
資
源
回
収
…　

日　

・　

日

１２

（金）

２５

　

午
後
１
時
〜
３
時
／
市
民
自
治
学

（木）園
Ｏ
Ｂ
会
（
�　

・
１
２
５
８
）
／

５９２

い
ず
れ
も
会
場
は
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
前
庭

■
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

外
国
人
の
日
本
語
学
習
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
・
火
曜
・
土
曜
日
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
�
／
見
学
歓
迎

（
要
予
約
）
／
日
野
市
国
際
交
流
協

会
（
�　

・
９
５
１
１
）

５８６

■
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

２
月　

日　

は
祝
日
の
た
め
市
政

１１

（木）

図
書
室
が
休
館
し
ま
す
。

　
（
中
央
図
書
館
�　

・
０
５
８
４
）

５８６

■
４
月
の
大
成
荘
休
館
日

　

平
成　

年
４
月
の
八
ヶ
岳
高
原
大

２２

成
荘
の
休
館
日
は
、
４
月
６
日　

〜
（火）

８
日　

、　

日　

〜　

日　

で
す
。

（木）

１２

（月）

１４

（水）

（
日
野
市
企
業
公
社
�
０
１
２
０
・

　

・　

※
予
約
専
用
）

４８９

５７１

か�
ほ�

■
カ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

　

自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
車
の
デ
ザ

イ
ン
を
も
と
に
、
粘
土
を
使
っ
て
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
ク
レ
ー
モ
デ
ル

を
作
り
ま
す
。
自
動
車
デ
ザ
イ
ン
の

プ
ロ
が
優
し
く
指
導
し
ま
す
。

　

２
月　

日　

・　

日　

午
前
９
時

１３

（土）

２０

（土）

　

分
〜
午
後
０
時　

分
／
日
野
自
動

３０

３０

車　

日
野
工
場
（
日
野
台
）
／
市
内

（株）
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

対
象
／
先
着　

人
／
筆
記
用
具
、
マ

１５

イ
ポ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
持
参
／
中
央
公

民
館
（
�　

・
７
５
８
０
）
へ
申
込

５８１

■
利
用
者
交
流
会
共
催
事
業
る
〜
ぷ

塾
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
�
手
作
り
友
チ

ョ
コ
」

　

も
う
す
ぐ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。

ち
ょ
っ
と
差
を
つ
け
て
凝
っ
て
み
た

い
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
お
ス
ス
メ
の

３
種
類
の
チ
ョ
コ
作
り
で
す
。

　

２
月　

日　

午
後
１
時
〜
４
時
／

１３

（土）

中
央
公
民
館
／
講
師
・
公
民
館
利
用

者
交
流
会
る
〜
ぷ
の
皆
さ
ま
／
中
学

・
高
校
生
〜　

歳
代
の
方
対
象
／
先

３０

着　

人
／　

円
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

２０

５００

き
ん
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、

出
来
た
も
の
を
入
れ
る
箱
持
参
／
同

館
（
�　

・
７
５
８
０
）
へ
申
込

５８１

■
遊
友
子
ど
も
将
棋
道
場

　

大
人
に
も
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

対
戦
で
き
ま
す
。

　

２
月　

日　

午
前
９
時
〜
正
午
／

１３

（土）

中
央
公
民
館
／
同
館
（
�　

・
７
５

５８１

８
０
）

■
伝
統
工
芸
「
組
ひ
も
」
を
楽
し
も

う
　

日
本
の
伝
統
工
芸
・
江
戸
組
ひ
も

を
、
糸
の
さ
ば
き
か
ら
玉
付
け
の
方

法
な
ど
の
基
本
的
な
工
程
か
ら
学
び

ま
す
。
初
心
者
の
方
が
簡
単
に
組
め

る
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作

り
ま
す
。

　

２
月　

日
〜
３
月
３
日
の
毎
週
水

１７

曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
／

３０

３０

中
央
公
民
館
／
講
師
・
東
京
農
工
大

学
科
学
博
物
館
伝
統
工
芸
会
組
ひ
も

グ
ル
ー
プ
／
全
回
出
席
出
来
る
概
ね

　

歳
以
上
の
方
対
象
／
先
着　

人
／

６０

１５

１
千　

円
（
材
料
費
）／
エ
プ
ロ
ン
、

５００

筆
記
用
具
持
参
／
同
館
（
�　

・
７

５８１

５
８
０
）
へ
申
込

■
な
っ
と
く
す
る
会
議
の
進
め
方

　

会
議
を
円
滑
か
つ
有
意
義
に
進
め

て
い
く
た
め
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

２
月　

日
〜
３
月
４
日
の
毎
週
木

１８

曜
日
午
前　

時
〜
正
午
／
中
央
公
民

１０

館
高
幡
台
分
室
／
講
師
・
辰
巳
厚
子

氏
（
実
践
女
子
短
期
大
学
講
師
）
／

先
着　

人
／
上
履
き
、
筆
記
用
具
持

２０

参
／
同
分
室
（
�　

・
０
８
６
４
）

５９２

へ
申
込

■
高
齢
者
市
民
企
画
・
木
曜
談
話
室

〜
日
野
・
歴
史
の
散
歩
道

　

今
回
は
「
西
党
・
立
河
氏
」
を
取

り
上
げ
ま
す
。
翌
週
に
現
地
散
策
を

行
い
ま
す
。

　

２
月　

日　

午
後
２
時
〜
４
時
／

１８

（木）

中
央
公
民
館
高
幡
台
分
室
／
紹
介
者

・
山
倉
一
穂
氏
（
高
齢
者
市
民
企
画

者
）
／
概
ね　

歳
以
上
の
方
対
象
／

６０

先
着　

人
／
上
履
き
、
筆
記
用
具
持

１５

参
／
同
分
室
（
�　

・
０
８
６
４
）

５９２

へ
申
込

■
料
理
に
挑
戦
！
〜
ひ
の
っ
子
シ
ェ

フ
コ
ン
テ
ス
ト

　

日
野
産
野
菜
を
使
い
、
お
い
し
い

給
食
を
考
え
て
、
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
応
募
者
の
中
か
ら
実
際
に
調
理

を
し
て
も
ら
う
コ
ン
テ
ス
ト
（
３
月

　

日　

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

２１

（日）

催
）
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
東
京
都
市
長
会
の
多

摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
の
一
環

事
業
で
す
。

　

旬
の
日
野
産
野
菜
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
／
小
学
４
〜
６
年
生
の
個
人

ま
た
は
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
対
象

／
２
月　

日　

（
必
着
）
ま
で
に
応

１９

（金）

募
用
紙
（
中
央
公
民
館
や
市
内
各
児

童
館
、
市
内
各
小
学
校
に
あ
り
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒　

－

０
０

１９１

１
１
日
野
本
町
７
の
５
の　

中
央
公

２３

民
館
（
�　

・
７
５
８
０
）
へ
郵
送

５８１

ま
た
は
持
参
※
電
子
申
請
可

　

１
９
４
５
年
８
月
、
敗
戦
の
直
前

に
巴
は
病
気
の
た
め
仮
釈
放
に
な
り

ま
し
た
が
、
す
で
に
父
は
病
死
、
夫

の
吉
宗
も　

㌔
に
ま
で
や
せ
衰
え
て
、

２８

１
月
に
獄
死
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

も
共
産
党
の
関
係
者
か
ら
、
巴
が
京

浜
グ
ル
ー
プ
検
挙
の
糸
口
を
つ
く
っ

た
の
で
は
、
と
ス
パ
イ
扱
い
さ
れ
、

打
ち
の
め
さ
れ
た
巴
は
自
殺
を
決
意

し
ま
す
。
し
か
し
弟
に
「
今
死
ん
で

は
犬
死
だ
」
と
説
得
さ
れ
、
故
郷
へ

戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
広
島
で
農
民
運
動
や
農

村
の
文
化
活
動
に
関
わ
っ
て
い
き
ま

す
が
、
こ
の
頃
、
巴
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
が
中
井 
正  
一 
（
哲
学

ま
さ 
か
ず

者
、
初
代
国
立
国
会
図
書
館
副
館

長
）
で
す
。
中
井
は
、
日
本
人
の
３

つ
の
病
根
「
あ
き
ら
め
根
性
・
み
て

く
れ
根
性
・
ぬ
け
が
け
根
性
」
を
克

服
し
な
け
れ
ば
日
本
に
平
和
や
民
主

主
義
の
土
台
は
築
け
な
い
と
語
り
、

巴
は
大
い
に
共
感
し
、
農
村
、
と
り

わ
け
農
村
の
女
性
た
ち
の
意
識
改
革

が
彼
女
の
生
涯
の
仕
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
巴
は
、
詩
人
・
峠
三
吉
ら
と

被
爆
者
援
護
活
動
に
も
取
り
組
み
、

広
島
で
原
水
爆
禁
止
世
界
平
和
大
会

を
開
こ
う
と　

万
人
の
署
名
運
動
も

１００

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
署
名
集
め
の
た
め
、
巴
は
各

地
の
農
村
を
歩
き
ま
す
が
、
こ
の
時

ひ
と
り
の
農
婦
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。

彼
女
は
、
「
女
が
本
当
に
手
を
つ
な

ぐ
に
は
本
音
で
話
し
合
わ
な
け
れ
ば

駄
目
だ
」
と
言
い
、
そ
の
呼
び
水
に

な
る
な
ら
と
自
分
の
苦
難
の
生
涯
を

包
み
隠
さ
ず
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
物
語
と
し
て
ま
と
め
た
の
が

『
荷
車
の
歌
』
で
し
た
。
こ
の
作
品

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
農
協
婦

人
部
の　

円
カ
ン
パ
で
映
画
化
（
山

１０

本
薩
夫
監
督
、
望
月
優
子
主
演
）
さ

ま
ま
に
夢
中
で
突
っ
走
っ
た
自
分
の

活
動
を
検
証
し
、
自
身
に
も
運
動
敗

北
の
責
任
の
一
端
が
あ
っ
た
こ
と
を

初
め
て
自
覚
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
研

究
成
果
と
し
て
刊
行
し
た
『
丹
野
セ

ツ
』
は
党
か
ら
転
向
者
を
美
化
し
て

い
る
な
ど
と
批
判
さ
れ
、
結
局
そ
の

後
巴
は
党
と
決
別
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員
・
安
藤
陽
子
）

れ
、
そ
の
後
、
演
劇
（
文
化
座
、
鈴

木
光
枝
主
演
）
に
も
な
り
ま
し
た
。

巴
は
一
躍
有
名
に
な
り
ま
す
が
、
し

か
し
巴
に
と
っ
て
は
自
分
が
作
家
と

し
て
自
立
出
来
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く
の
女
性
た

ち
が
自
己
表
現
力
を
持
つ
こ
と
こ
そ

が
大
事
な
の
で
し
た
。

　

巴
は
生
活
記
録
な
ど
の
サ
ー
ク
ル

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

自
分
を
客
観
視
し
て
書
く
の
は
な
か

な
か
難
し
く
、
サ
ー
ク
ル
は
次
第
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を

打
開
す
る
た
め
、
巴
は
自
ら
に
自
己

客
観
視
の
訓
練
を
課
す
こ
と
に
し
、

戦
前
に
共
産
党
婦
人
部
長
を
務
め
た

丹
野
セ
ツ
の
活
動
を
座
標
軸
に
し
よ

う
と
、
仲
間
と
研
究
会
を
立
ち
上
げ

ま
す
。

　

そ
の
研
究
過
程
で
、
巴
は
戦
前
、

当
時
の
労
働
者
の
実
情
を
無
視
し

て
、
共
産
党
上
層
部
に
指
示
さ
れ
る
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�
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�
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■
環
境
講
座
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
エ
コ

ロ
ジ
ー
〜
得
す
る
省
エ
ネ
の『
コ
ツ
』

教
え
ま
す
」

　

我
慢
し
な
い
、
気
張
ら
な
い
、
そ

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
得
す
る
、
未

来
創
造
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
コ
ツ
を
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●環境講座日程表
講師内容時間日程

都筑　建氏
（ＮＰＯ　太陽光発電
所ネットワークＰＶ－
Ｎｅｔ広報担当）

どのくらいで元がとれる？
どの製品がいい？買い取り
制度って？～太陽光発電の
ＡＢＣ

午後１時
　～３時２月１２日（金）

山川　文子氏
（エナジーコンシャス
代表）

損して得取れ！～ごろごろ
転がっている家庭の省エネ

午後１時３０分
　～３時３０分

２月１９日（金）

蒲谷　昌生氏
（季刊　ソーラーシス
テム主幹）

これで快適！お風呂も暖房
も～案外知られていない太
陽熱の高度利用

２月２６日（金）

▲

晩
年
の
山
代
巴

　

日
程
な
ど
は
上
表
の
と
お
り
／
中

央
公
民
館
／
先
着　

人
／
筆
記
用
具

４０

持
参
／
同
館
（
�　

・
７
５
８
０
）

５８１

へ
申
込


